
 

 

「学習指導」と「学習評価」は学校の教育活動の根幹に当たり，これらを一体化することが授業改善につながると

いわれています。保健学習における「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善に向けて，「指導と評価の

一体化」のための学習評価に関する参考資料（文部科学省，国立教育政策研究所，令和２年３月）では下記のことが

事例として示されています。 
 

 

小学校 

 

・「知識・技能」の評価については，1時間の学習の軌跡として，学習カードなどから評価していく。 

・「思考・判断・表現」を評価する際には，なぜそう考えたのか理由を問う欄や自己の生活と比べたり関連付けたり 

する設問を設定する。 

・「思考・判断・表現」の評価では，児童の思考の過程が見えるような学習カードの作成が必要である。 

・「主体的に学習に取り組む態度」の育成では，学習に進んで取り組むことができるような教材（ストーリー性をも 

たせた教材・プレゼン資料）を工夫する。 

 

中学校 

 

・「知識・技能」の評価に当たっては，ワークシートを中心としつつ，観察で補うことも考えられる。ワークシートに 

よる評価においては，評価する観点に応じた項目を設定することが重要である。 

・「思考・判断・表現」の評価は，観察やワークシート，生徒との対話，ペーパーテストなど，多様な評価方法を工 

夫し，組み合わせていく必要がある。 

・「主体的に学習に取り組む態度」については，単元全体を通して総合的に評価することが適切であると考えられ 

ることから，「はじめ（診断的評価），なか（形成的評価），まとめ（総括的評価）」と評価する。 

 
 

 

 上記  に示されるよう，学習カード・ワークシート・プレゼン資料等の活用が授業改善のポイン

トにもなります。南房総教育事務所保健体育班では，次のページに示した学習カードとプレゼン資料

を作成しました。先生方の授業改善につながる資料になればと思い，希望される方に提供させていた

だきます。 

各学校では，「感染症対策と子供たちの健やかな学びの保障の両立」をさせながら，教育活動を進めていることと

思います。南房総教育事務所保健体育班では，保健学習の更なる充実に向けて小学校３年生から６年生（２６時間），中

学校１年生から３年生（４８時間）までの学習カードとプレゼン資料を作成いたしました。 

保健学習における「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善となるよう，学習カードとプレゼン資料を使

用したり，更にカスタマイズして工夫しながら使用したり，授業改善に役立ててほしいと思います。 
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「思考・判断・表現」 

における評価の留意点 

児童生徒の思考の過程が見えるよう

な学習カードの作成が必要である。例

えば，学習したことと自分の生活のこ

とを記入できる欄を設け，両者を比較

して気付いたことや関連について記入

できるようにしたり，事例を設定し学

習したことを基にアドバイスを書ける

ようにしたりすることなどが考えられ

る。 

（「指導と評価の一体化」のための学習 

評価に関する 参考資料 小学校 

   体育科（保健領域）事例８より） 

 

「知識・技能」 

における評価の留意点 

 知識を習得しながら，実習を通して

理解を深め，基本的な技能を身に付け

ている学習状況を確認できるように，

ワークシートの項目を工夫することが

重要である。さらに，既有の知識及び

技能と関連付けたり，活用したりする

中で，他の学習や生活の場面でも活用

できる程度に概念等を理解したり，技

能を習得したりしているかについても

評価できるようにすることも考えられ

る。 

（「指導と評価の一体化」のための学習 

評価に関する 参考資料 中学校 

  保健体育科（保健分野）事例５より） 



「主体的に学習に取り組む態度」の評価についての考え方 

「主体的に学習に取り組む態度」では，それぞれの学習場面において，知識を習得したり，思考力，

判断力，表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を行おうとする側面を評価するとと

もに，その際に，教科書や資料などを見たり，自分の生活を振り返ったりすることを通し，自らの学

習を調整しようとする側面も評価していく必要がある。 

【教材の工夫・・・ストーリー性をもたせた教材】 

児童一人一人が，粘り強い取組を行おうとするには，学習の見通しを確実にもたせるとともに保健

の学習への興味・関心を高めることが必要となる。ストーリー性をもたせた教材（プレゼン資料）を

活用し，架空の人物の生活を通した学習過程を設定することで，健康な生活に係る課題を自分事とし

て捉えやすくし，学習の見通しをもたせながら課題の解決に取り組みやすくした。 
（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する 参考資料 小学校 体育科（保健領域）事例９より） 

 

保健教育の指導方法を選ぶ際には， 

その時間の目標を達成するために最も効 

果的であるかを吟味するとともに，選ん 

だ指導方法の効果を発揮させるために必 

要な時間配分が可能かを考慮すべきであ 

る。（改訂「生きる力」を育む中学校保

 健教育の手引令和２年３月文部科学省） 

 表１の具体的な方法等を用いて，先に 

資料として示した学習カードやプレゼン

 資料を工夫活用することによって，更な 

る保健学習の充実に努めてください。 


